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肱川町企画調整室

電話肱川局 120
印刷 工ヒメコープ印刷部

昭和49年6月末現在

世帯数 1, 119戸

人口男 2,097人

女 2,156人

計 4・,253人

（前月比14人減）
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受けら ↓れる要件 （昭柑49年9月から）（現在）
受給者数項目

改正後の内容 改正前の内容
ロ． 65オに達間したこと 174,150円 150,000円 人
向 10年年金 保険料を納めた期 が10年以 （月14,512)（月12,500) 45 
ム＂ ーヒあること

者 5年年金
65オに達したこぁと 111,456 96,000 50年2月

拠 保る険こ料とを納めた期間が5年 （月9,288)（月8,000)より開始老令年金 保険料を納めた期間と免除を 278,640 . 240,000 61年より一般(25年年金）受上けた期間6と5オが合せ達てた25こ年と以（月23,220)（月20,000)支給開始あること、 に し
一般と附加年金

仝 上
338,640 300,000 

仝上出 (25年年金） （月28,220)（月25,000)
1級障害 国っ民た病年気金やに加げ入ががしてもいとでる期障害間者中ににかなかっ

348,300 300,000 
認た楊定合日（初諺日から 3年経過1していにる（月29,025)（月25,000) 3 

年
障害年金 該か、当す又はる場固定合）日において、 級障害

2級障害仝上 国民年金障害等級表の2級に 278,640 240,000 
該当する場合 （月23,220)（月20,000)

国民年金家に加入している妻が、夫と死別し
278,640 240,000 母子年金

て母子 庭になった場合夫と死別した時、
21 金 18オ未満(2級以上の障害が有る場合は20オ （月23,220)（月20,000)未満）の子をかかえていること。

準母子
国民年金に加入している祖母や姉が、男の

278,640 240,000 ヘ 子、父などと死別して、孫や弟妹をかかえ、
保 年金 母子家庭と同じ、よ・弟うな状態になった場合、 （月23,220)（月20,000)険 (18オ未満の子 妹であること）
料

国民年金に加入している父か母と死別し、を 278,640 240,000 
納 遺児年金 父母ともにいなくなった子に支給されます、 （月23,220)（月20,000)め 残された子か18オ未満であるとき
て 老令年金を受けられる条6件0オを満た6し5オていた 夫か受けるし‘ 寡婦年金

夫が死亡した場合に妻に から にな
ことができ II 1 る るまでの間支給される。

夫が老令年金、遺族年金を受けていなかっ
る年金の合た士易合

死亡 保険料を3年以上納めていた人が、年金を
もらわないで死亡した場合、その人といっ 17,000 17,000 2 一時金
しょに生活していた遺族に支給される。

老令福祉 明治44年4月1日以前に生まれた人が70オ 90,000 60,000 
395 年 金になったとき（身障者は65オ） （月7,500)（月5,000)

福 障害福祉 制明度治4発4年足前4月に重2度日以の降障害に者生まオLた人が` 国民年金 135,600 90,000 
祉 年金(1級）害明者治44年4月1日以前に生まれた人が、重度の障（月11,300)（月7.500)

60 
年

90,000 60,000 金 ” II 11 1 (2級） （月7,500)（月5,000)
鍔 母子，準母子 夫に死別した妻が、義務教育前の子を養育 117,600 78,000 

2 料な 福祉年金 しているとき （月9,800)（月6,500)
、を--い
老令特別 昭和39年4月1日以前に生まれた人で70オ 66,000 48,000 
給付金 に達していないとき （月5,500)（月4,000) 58 

「こんなに良くなった国民年金」

（注）昭和49年9月分から年金は大幅に引上げになります。

（死亡）
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”
4
わ
し
ら
の
川
じ
ゃ
美
し
く
”
~

八
久
保
＞

長
寿
の
秘
け
つ

「
腹
八
分
と
運
動
」

大
田
恒
行
さ
ん

“肱川町社会福祉協議会

の総会盛会裸に開催“ 生かそう4皐ばそかかくれた能力
心身障害者雇用促進強調月間

当
町
社
会
福
祉
詳
し
く
は
別
紙
肱
川
町
社
会
福

協
議
会
総
会
並
び
祉
協
議
会
だ
よ
り
を
、
ご
覧
下

に
専
門
部
会
が
、
さ
い
。

去
る
七
月
十
九
日

公
民
館
で
開
か
れ

こ
。
f
 会
に
は
下
田
県

事
務
所
大
洲
出
張

所
長
、
安
倍
町
助

役
、
鉾
岩
農
協
専

務
の
来
賓
と
、
代

議
員
多
数
出
席
し

皆
ん
な
の
幸
を
高

め
る
運
動
の
推
進

方
策
な
ど
を
決
定

し
、
盛
会
裸
に
閉

会
し
た
。

第

1
分
科
会
の
討
議
の
も
よ
う

(9月 1日～9月30日）

お

知

ら

せ

を
お
こ
す
可
能
性
が
多
く
な
る

の
で
、
水
泳
は
ひ
か
え
た
役
う

が
よ
い
の
で
す
。

慢
性
中
耳
炎
で
、
の
う
の
で

し
る
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す

＇ 
て
、
が
、
の
う
が
で
て
い
な
く
て
も

鼓
膜
に
穴
の
あ
い
て
い
る
人
は

健

康

な

耳

で

は
、
耳
か
ら
水
が
水
泳
は
さ
け
た
い
。

入
っ
て
も
急
性
中

と
く
に
真
珠
し
ゅ
性
中
耳
炎

耳
炎
を
起
す
こ
と
と
診
断
さ
れ
て
い
る
人
は
厳
禁

は
め
っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
す
。

鼻
か
ら
入
っ
た
水
が
、
鼻
の
奥
鼓
膜
に
穴
が
あ
い
て
い
て
も

と
耳
を
つ
な
い
で
い
る
管
を
通

ど
う
し
て
も

泳
ぎ
た
い
と
き

っ
て
中
耳
に
達
し
、
炎
症
を
起
は
、
完
全
防
水
方
法
を
し
、
水

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
泳
後
も
外
耳
道
の
そ
う
じ
を
し

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
鼻
に
水
ま
す
。

が
入
っ
た
と
き
、
両
側
を
い
つ
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
耳
炎

し
ょ
に
か
ま
ず
、
片
方
ず
つ
静
の
経
験
の
あ
る
人
は
、
泳
ぐ
前

か
に
か
む
こ
と
。
か
ぜ
を
ひ
い
に
専
門
医
に
よ
く
相
談
し
て
く

て
い
る
と
き
は
、
急
性
中
耳
炎
だ
さ
い
。

水

泳

中
耳
炎
と


